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【 万葉の情緒 磐余
い わ れ

池 】 

～ 磐余池『日本書紀』 

履中天皇２年１１月条に「磐余池を作る」～ 
 

磐
余
池
は
、
近
鉄
大
福
駅
か
ら
南
へ

約
二
キ
ロ
、
池
之
内
の
集
落
付
近
に
あ

っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本
書

紀
に
よ
る
と
、
履
中
天
皇
二
年
に
磐
余

池
を
つ
く
る
と
の
記
述
が
あ
り
、
天
皇

の
磐
余
稚
桜
宮
（
い
わ
れ
わ
か
ざ
く
ら

の
み
や
）
も
こ
の
池
の
傍
に
あ
っ
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
村
の
西
端
に
川

が
あ
り
、
川
沿
い
に
は
古
く
橘
街
道
い

と
い
わ
れ
る
道
が
あ
り
、「
大
津
皇
子
の

辞
世
の
歌
に
う
た
わ
れ
て
い
る
池
の
跡

と
推
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
」
と
の
表
示
が

あ
り
ま
す
。
（
桜
井
市 

池
之
内
） 

 


